



Learning Problem of Male Student Nurses











I.　は じ め に
　平成 22 年日本の就業看護師総数は 952,723
人（男性 53,748 人、女性 898,975 人）で、平






























III.　研 究 方 法
　1.　調査期間 : 平成 24 年 11 月 1 日～平成
24 年 11 月 20 日
　2.　対象 : 本学看護学科在学中の男子看護
学生全員 29 名





















IV.　結果（以下 % は、小数第 2 位を切り捨てとした。）
　1.　回答数と回収率
　配布数 29 名のうち回答数 21 名、回収率
72.4% であった。学年別内訳は、1 学年 8 名
中 7 名、2 学年 8 名中 4 名、3 学年 9 名中 6 名、



































































































　　困難を感じている : 13 名（61.9%）　　感じていない : 8 名（38.0%）　 単位 : 名
科　　目 1 学年 2 学年 3 学年 高学年 計
（1）　看護学概論　 1 　 　 1
（2）　日常生活援助技術論　 1 　 　 1
（3）　回復促進援助技術論 1 　 　 1
（4）　成人看護学 I 1 2 1 4
（5）　成人看護学 II 1 1 1 3
（6）　高齢者看護学 1 1 　 2
（7）　小児看護学 1 　 　 1
（8）　母性看護学 1 3 2 2 8
（9）　精神看護学 1 　 1 2
（10）　在宅看護学 1 1 　 2
（11）　統合看護学 1 　 　 1
（12）　その他 : 解剖生理学 3 　 　 3





理　　　由 1 学年 2 学年 3 学年 高学年 計
（1）　家族や知人が看護師で影響を受けたから 3 　 2 2  7
（2）　家族や知人に勧められたから　 2 2 1 2  7
（3）　これまでの自分の体験から看護師にあこがれたから 2 2 3  7
（4）　人と関わる仕事がしたいと思ったから　 2 　 2 1  5
（5）　人の役に立ちたいと思ったから 3 1 2 2  8
（6）　生活・経済的に安定していると思ったから 3 3 3 2 11










（6）　女性優位 3 1 4
（7）　目立つ 1 1 2
（8）　発言しにくい 3 1 4
（9）　グループワークなどの構成 3 2 5
（10）　その他 : なし 1 1





困難を感じている : 10 名（47.6%）　感じていない : 11 名（52.3%）　　　　　　　　　単位 : 名
看護技術項目 1 学年 2 学年 3 学年 高学年 計
（1）　清拭 1 1 2
（2）　部分浴 1 1
（3）　陰部洗浄 2 1 3
（4）　洗髪 1 1
（5）　尿器・便器介助 2 2
（6）　オムツ介助 2 1 3
（7）　導尿 1 1 2
（8）　浣腸 1 1 2
（9）　食事の介助 1 1 2
（10）　体位変換 1 3 4
（11）　トランスファー 1 1 2
（12）　バイタルサイン測定 2 2
（13）　母性看護技術演習 1 2 3
（14）　その他 : 実際人に行うと考えると気持ちが下がる 1 1 2




表5　技術演習でその他に困難を感じている内容（複数回答） 　単位 : 名
その他の項目 1 学年 2 学年 3 学年 高学年 計
（1）　メンバー構成 　 　 1 1
（2）　多様な相手または男子学生同士での練習ができない 　 　 　 0
（3）　効率が悪い 　 1 1 2
（4）　学びの深まりがない 　 1 　 1
（5）　組み合わせ 　 　 2 2
（6）　羞恥心 1 　 1 2
（7）　やりにくさ 　 2 1 3
（8）　接触の気まずさ 　 2 2 4
（9）　異性への気遣い 　 3 1 1 5
（10）　女性優位 　 1 1 2
（11）　教材モデルにされやすい 　 1 　 1
（12）　設備や物品 　 　 　 0
（13）　男女のプライバシー 　 　 1 1 2
（14）　その他 : なし 1 　 　 1




困難を感じている : 13 名（61.9%）　　感じていない : 8 名（38.0%）　　　　　 　単位 : 名
困難を感じた内容 1 学年 2 学年 3 学年 高学年 計
（1）　学習機会の不平等（経験できないことがある） 　 　 3 3
（2）　援助内容による拒否 　 　 1 1
（3）　受け持ち拒否 　 　 　 1 1
（4）　居場所がない 　 　 1 1
（5）　気まずさ 3 　 2 1 6
（6）　対象者の警戒心 1 1 　 1 3
（7）　練習相手の不在 　 　 1 1 2
（8）　1 人のつらさ 1 　 1 2
（9）　女子学生への負担 　 　 1 1
（10）　指導者のかかわり 1 1 1 2 5
（11）　施設設備 　 　 　 0
（12）　その他 : 実力不足 1 　 　 1
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